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PML; MYL; RNF71; TRIM19; Protein PML; Promyelocytic leukemia protein; RING finger
protein 71; Tripartite motif-containing protein 19
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TRIM（三者モチーフ）ファミリーのメンバーです。TRIMモチーフには、3つの亜鉛結合ドメイン、RING、Bボックスタイプ1、Bボックスタイプ2、そしてコイルドコイル領域が含まれます。このリン酸化タンパク質は核小体に局在し、転写因子および腫瘍抑制因子として機能します。その発現は細胞周期と関連しており、発癌シグナルに対するp53応答を制御します。この遺伝子は、急性前骨髄球性白血病（APL）に関連するレチノイン酸受容体α遺伝子との転座に関与することがよくあります。この遺伝子は広範囲に選択的スプライシングを受け、タンパク質の中央領域とC末端領域に複数の変異体が生じます。すべての変異体は同じN末端をコードしています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写産物変異体が同定されています。 [RefSeq提供、2008年7月],代替製品：追加のアイソフォームが存在すると思われる,疾患：PMLに関連する染色体異常は、急性前骨髄球性白血病（APL）の原因である可能性がある。RARAとの転座t（15;17）（q21;q21）。PML切断点（タイプAおよびタイプB）は、選択的スプライシングを受けたエクソンの両側に位置する。,機能：おそらく転写因子。PML核体へのELF4のリクルートメントにおいて重要な役割を果たす可能性がある。,PTM：核体形成には、3つの部位すべてでのSUMO化が必要である。Lys-160のSUMO化は、Lys-65のSUMO化の前提条件である。PML-RARA融合タンパク質はSUMO化されていない。,PTM：ユビキチン化; SIAH1またはSIAH2によって媒介され、その後プロテアソームによる分解につながる。,類似性：RING型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性：Bボックス型ジンクフィンガーを2つ含む。,細胞内局在：SUMO化された形態はPML核小体に局在する。B1ボックスとRINGフィンガーもこの核局在に必要である。核局在シグナルを持たないアイソフォームは細胞質に存在する。,サブユニット：SIRT1、TOPBP1、TRIM27、およびTRIM69と相互作用する。ELF4のC末端と相互作用する。ラッサ熱ウイルスZタンパク質および狂犬病ウイルスリン酸化タンパク質と相互作用する。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解、がんにおける経路、急性骨髄性白血病
	画像データ
	

	PML抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PML抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PML抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PMLポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	PMLポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析

